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食のリスクの真実を議論する 
加工食品 

阿紀雅敏 

食品自主回収 

輸入食品 食品衛生法違反事例 

平成24年度輸入食品監視統計より 

これまでの食に関する主な事故2000以降 

2000年 乳業  牛乳の食中毒   有症者数 14,780 名 

2000年 C社  ポテトチップスにカナヘビ混入 ６万袋回収異物混入 

2002年 冷食  輸入冷凍ホウレンソウ基準値超 残留農薬 

2002年 畜産品 牛肉の原産地等の不正表示 

2007年 菓子  賞味期限改ざん 

2007年 菓子  賞味期限切れ原料使用 

2008年 冷食  中国産冷凍ギョウーザ農薬混入 意図的混入 

2008年 米    事故米不正転売 

2012年 C社  「堅あげポテト」にガラス片混入 534万袋回収異物混入  

 

これまでの食に関する主な事故2000以降 

2013年 冷食  農薬の意図的混入   有症者数 2,879 名 

2013年 C社  「とうもりこ」にアレルゲン混入？ ３３万袋自主回収 

2014年 中国ﾁｷﾝﾅｹﾞｯﾄ工場  使用期限切れ食肉使用 

2014年 即席麺 ゴキブリ混入 異物混入 

2016年 廃棄食材を転売  異物混入健康危害リスク 

 

生物的危害 

•■生物学的危害 
  有害微生物の汚染、増殖・・・食中毒 

•   病原細菌、腐敗微生物、ウイルス、寄生虫 
 

（リスクの原因） 
  ①ついた 
  ②増えた 
  ③死なない 
 

（リスクへの対処） 
  ①つけない  （原料の洗浄、従業員の衛生管理） 
  ②増やさない （エサ・水を断つ＝適切な清掃） 
           （至適温度を外す） （至適ｐＨを外す） 
  ③殺す     （熱殺菌、薬品殺菌） 
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化学的危害 

•化学的危害 
  アレルゲン・・・アナフィラキシーショック 
 
（リスクの原因） 
  ①残留 
  ②意図せざる混入（コンタミネーション） 
 
（リスクへの対処） 
  ①識別管理 
  ②器具・ラインの専用化 
  ③清掃手順見直しとモニタリング 

 

化学的危害 

• 化学的危害 
  塗料・洗剤、殺虫剤・除草剤、殺菌剤・潤滑油の混入   
 
（リスクの原因） 
 ①漏えい 
 ②残留 
 ③意図的混入 
 
（リスクへの対処） 
 ①設備構造の工夫（移動、受け皿） 
 ②残留検証（洗浄後のリンス水のｐＨ測定など） 
 ③悪意を抱かせない（客観的で適正な評価システムとＦＢ） 
   抑止力（定位置定数管理、在庫の施錠管理、カメラ設置） 

 

食品成分そのものによるリスク 

• トランス脂肪酸 

•飽和脂肪酸 

• アクリルアミド 

•塩分過多  → 偏食 

 

物理的危害 
•物理的危害 
危害性異物（ガラス片、金属片、プラスティック片）、作業者由来異物
の混入 
 
（リスクの原因） 
 ①原材料からの混入 
 ②生産設備の破損混入 
 ③意図的な混入 
 
（リスクへの対処） 
 ①体系的な設備メンテナンス（ＴＰＭ・ガラス硬質樹脂総点検） 
 ②異物検出機器の積極的導入（金属検出機・Ｘ線異物検出機） 
 ③悪意を抱かせない（客観的で適正な評価システムとＦＢ） 
   抑止力（カメラ設置） 

 

流出防止 検出器の導入 

Ｘ線異物検出機 

金属検出機 

カメラの導入 
（カメラ導入目的） 
 

 ①有事の際に工場従業員が正しく作業を 
   していることを対外的に証明するため。 
 

 ②敷地外からの不審者の侵入を防止するため。 全方位カメラ 

全方位魚眼画像 １０ｍ平面補正画像 
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加工食品のリスク 

１） 食中毒（微生物、、） 

２） 危害性異物 

３） 食品テロ 

４） アレルゲン混入（誤表示含む） 

 

化学物質、放射能、遺伝子組み換え、食品添加物、成分そのもの 

 

 

 


